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ケンブリッジ大学図書館   （コーディネイト：小山 騰） 
・ 組織・選定／目録・日本語資料の整理状況：小山騰（大学図書館日本部長） 
・ e-resource の導入・サービス状況：Patricia Killiard（University Library, 
Electronic Services and Systems, Head） 
・ 中央図書館と学部図書館の連携：Francoise Simmons（Faculty of Asian and Middle 
Eastern Studies 図書館, Head） 
・ 利用者サービス・広報：Anthony C. Harper (University Library, Reader Services, 




（コーディネイト：Collette Xavier, Library Project Officer） 
・ 次世代 OPAC 導入計画：Jeremy Acland （Mile End Library, IT & System manager）
・ 図書館の改装・サイン・広報：Bob Burns （Mile End Library, Public Services, 
Team leader）  
 
ライデン大学図書館   （コーディネイト：P.L. Wijsman） 
・ 学部図書館における業務、中央図書館との連携、建物・資料の保存：P.L. Wijsman
（East Asian Library, Librarian） 
・ e-resource の導入・サービス状況、利用者サービス、広報、ゾーンニング：Kees 
Konings (University Library, Division of Public Servies & Collections, Chief)
 
オランダ王立図書館  
（コーディネイト：Frederique Vijftigschild, Communication Department, Research & 
Development Division, Staff） 
・ 利用者サービス・ゾーンニング：Harry Hardonk（User Services Division, Front desk, 
Team leader) 























ケンブリッジ大学は創立 1209 年の伝統ある大学である。学生数は約 18,000 人、教職員













「IRIS (Induction, Research and Information Skills) プロジェクト」と「M-Libraries 




（1） IRIS プロジェクト 
学生のための図書館講習の対策や学部学生の情報活用能力について調査することを目的と
























































 前述のレポートを踏まえ、ULのHead of Reader ServicesのAnthony C. Harper氏とDeputy 
Head of Reader Services の Lizz Edwards-Waller 氏にインタビューした。 








Edwards-Waller 氏は前述の IRIS プロジェクト当時は UL の Entrance Hall team の一職


































ついて自信を持って語る Edwards-Waller 氏の姿がとても印象的であった。 
 
【参考 URL】 
・ Cambridge University Library   
http://www.lib.cam.ac.uk/ (accessed 2010-03-25) 
・ Arcadia  




ロンドン市内にあるロンドン大学クイーン・メアリー校(以下 QM 校）は、Westfield 
College(1882 年創立)と Mary College(1887 年創立)が 1989 年に合併して創立され、学生
数約 15,000 人、教職員数約 3,000 人を擁する総合大学である。メインキャンパスである
Mile End キャンパスには、医学部以外の文理両分野の学部、研究科があり、図書館として




現在、QM 校図書館では下記 3つのプロジェクトが進行中である。 
① Self-service：貸出・返却の自動化 
② Re-development：Main Library（以下中央館）におけるフロア改修 
③ Single-search Implementation：図書館が提供する様々なデータベースの一括検索















































・ Queen Mary University of London 
http://www.qmul.ac.uk/ (accessed 2010-03-25) 
・ Queen Mary University of London Library 




学であり、学生数約 17,000 人、教職員数約 4,000 人を擁する総合大学である。University 
Library(以下中央館)のほかに 10 館程度の図書館室がある。中央館周辺には医学部以外の





















という連絡を本学の MyKULINE にあたるパーソナル画面で確認する。（原則約 1 時間後に資






















・ Leiden University （英語版） 
http://www.leiden.edu/ (accessed 2010-03-25) 
・ Leiden University Library （英語版） 




教育・研究を支えるべく Web2.0 時代の図書館像を模索する大学図書館 
 





図書館システムは Ex Libris 社「Voyager」を導入している。 
電子ジャーナルは約 21,000 タイトル、データベースは約 400 種が導入されている。 




OPAC（Online Public Access Catalog＝オンライン蔵書検索）は、ケンブリッジ大学全
体の蔵書を検索できる「Universal catalogue」を構築中である。現状では学部・カレッジ
図書館の蔵書はそれぞれ別のシステムで検索する。 
現行の OPAC のメニューは以下の通りである： 
 10
­ University Library and Dependent Libraries 
­ University Library Manuscripts and Theses 
­ Departments and Faculties A-E 
­ Departments and Faculties F-M 
­ Departments and Faculties O-Z 
­ Colleges A-N 
­ Colleges P-W 
­ University of Cambridge Affiliated Institutions 
­ Universal Catalogue 
 
 現行 OPAC はまだ次世代 OPAC ではない。それをふまえた上で、対応して下さった中央館
Electronic Services and Systems 部門の Head である Patricia Killiard 氏に今後、次
世代 OPAC で必要な機能は何かと質問した。それに対して、書映やレコメンド機能が必要
との回答があった。ちなみに英国でケンブリッジ大学と比肩するオックスフォード大学で
は、次世代 OPAC の一つである「Primo」による検索システム「SOLO」（Search Oxford Libraries 













機関リポジトリは 2003 年から開始されている。2009 年度には約 43,000 件の学位論文を
登録している。特徴的な取り組みとして学位論文の登録システムがある。これは「e-thesis 
depositing」と名付けられた学生が自分でリポジトリへ登録できるシステムである。 




学での方法とほぼ同様で、e-book をパッケージ購入した際には、書店から MARC データを
入手しデータ変換を行って OPAC のデータファイルに登録する。MARC データがない場合は
個々の書誌データを個別に作成するとのことである。ケンブリッジ大学では通常の図書や















・ Cambridge University Library Newton Library Catalogues 
    http://www.lib.cam.ac.uk/newton/ (accessed 2010-03-25) 











Times 社の 2009 年ランキングでは世界で 164 位であり、日本の大学を目安にすると、名
古屋大学（92 位）と北海道大学（171 位）の間に位置する。ロンドン大学の中では、Times
社ランキング世界第 4 位のユニバーシティー・カレッジ・ロンドンが著名であり研究業績




【Single-Search Implementation Project】 









 中央館の IT & System manager の Jeremy Acland 氏にお話をお聞きした。 
 Endeca の特徴は①検索性に優れている②インデックスがよい③軽い（速い）④インター
フェースに優れているという点である。さらに図書館以外の企業でも導入事例があること
を評価したとのことである。例えば書店の Borders や IBM、新聞社（Guardian、Financial 
Times）等が導入しており、様々な国の様々な IT 事情の下で提供されていることは、シス
テムの汎用性が高いことを示していると言えるとのことであった。また、導入と同時に検








・ Single-search implementation 
  http://www.library.qmul.ac.uk/projects/single_search (accessed 2010-03-25)








 図書館システムは Ex Libris 社の「ALEPH」を導入している。 
 電子ジャーナルは約 15,000 タイトル、e-book は約 100 万冊を利用者に提供している。




  Metadata    ：書誌記述 
  Availability  ：１．Address＋times 所蔵館、今日の開館時間 
           ２．Opening hours  毎日の開館時間・臨時休館日情報 
            ３．E-Mail＋website  e-mail アドレス、WEB サイトの URL 情報








っていてわかりやすい。構造的によく整理された OPAC である。いわゆる次世代 OPAC 機能
はまだ付されていない。 
























2009 年 9 月に、日本・韓国言語文化図書館と中国言語文化図書館が同じ建物内で統合さ
れた。職員の所属も変更になり、文学部の所属から中央館の所属になった。 

























・ ライデン大学 OPAC （英語版） 
http://catalogus.leidenuniv.nl/F/LL9IIDD9E7TV4FIFCNNHDS2STYRNL8BXXISRJRFEQJ











 オランダ王立図書館は 1798 年に設立されたオランダの国立図書館である。現在、図書館
はデン・ハーグにある。建物は 1980 年代に新築されている。 
 2008 年の職員数は常勤職員 274 人、非常勤およびプロジェクトスタッフがフルタイム換
算で 77.24 人。年間入館者数 76,946 人、年間図書増加冊数（モノグラフ、e-depot 含む）
45,064 冊、メタ・データ数は 143,244 件である。 
Web サイトではワンストップの検索システムがすでに実現されている。図書、新聞、雑























・ PLANETS - Preservation and Long-term Access through NETworked Services  
・ PARSE insight - European research project that is concerned with the 
preservation of digital information in science  
・ Migration  












・ カレントプロジェクト 3 点 
­ Databank of Digital Daily newspapers 
­ Dutch parliamentary papers 
­ Dutch Print Online 
・ カレントプログラム 2 点 
­ The Memory of the Netherlands 




 また、2010 年からは Book project も開始される予定とのことである。 
 
【新聞プロジェクト “Databank of Digital Daily newspapers”】 
 今回の研修では新聞プロジェクトのご担当者からお話を伺うことができた。 
 新聞の電子化の試みは当初 1995 年に開始された際には小規模なプロジェクトであった
とのことである。 




 対象誌の選定は 7000 タイトルの中から、「Scientific Advisory Committee」によって行
われる。コミッティーのメンバーはアムステルダム大学の Media and culture の教授など
大学の研究者、歴史ジャーナリスト、新聞博物館の館長、新聞史研究者等で構成されてい
る。 
 対象は 1680 年代からの新聞で、タイトルの選定のために６つの年代に分けられた（①
1618-1800 ②1800-1814 ③1814-1869 ④1869-1914 ⑤1914-1965 ⑥1965-1995）。例えば
①～③に当たる 1618-1869 年の新聞の中からは 125 誌が選定されている。さらに旧植民地
や第二次世界大戦時の新聞も選択対象である。 








 イメージファイルの種類は、jpg、OCR file、PDF（以上公開データ）に加え、Master Image 







・ オランダ王立図書館 （英語版） 
  http://www.kb.nl/index-en.html (accessed 2010-03-25)  
・ e-Depot and Digital Preservation 
http://www.kb.nl/hrd/dd/index-en.html (accessed 2010-03-25) 
・ Databank of Digital Daily newspapers 
   http://www.kb.nl/hrd/digi/ddd/index-en.html (accessed 2010-03-25) 
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2-5. まとめ 

























































2. e-resource の進展と組織改革 
【OPAC の整備】 



















































して導入していきたい。なお、今回調査した図書館はすべて Ex Libris 社の製品を使って































 今後、図書館の組織の方向性を探る上で、具体的な提供場所を問わない e-resource の導
入やその進展が本学でもより一層部局間連携を強めることになると思われる。例えば、日
本語の e-book の出版が増えてくると、冊子では行っていない図書の部局間重複調整や共同
購入なども検討する必要が出てくるであろう。さらに、整理業務の体制や質にも自ら変更
が加わってくる可能性がある。また、ライデン大学では図書目録データの記述も「メタ・
データ」として位置づけて利用者に提供している。本学では従来型の資料の目録と機関リ
ポジトリ等の電子化事業で行っているメタ・データの作成・管理は全く別系統の業務とな
っているが、それらの方法や位置付けも変わってくることもあり得る。 
 要は、冊子やマイクロ資料であろうと電子資料であろうと大学図書館の利用者に必要な
資料は提供する。そのために必要な整備を行うという柔軟で敏感な姿勢を常に持っている
必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
